


































































図 1　 南山の朝鮮神宮から望んだ 1930年代の京城都心部の全景
（『写真で見る近代韓国』，1986）
図 2　（京 149）（朝鮮名所）京城朝鮮人町（絵はがき，年代不明）































































































朝鮮人 270,590 54,226 46,012
日本人 106,782 24,388 23,719















































































































































































































図 18　ソウル市城北区安岩洞 2街 40番地の都市韓屋（2009年調査）
図 17　 ソウル市東大門区祭基 1洞 846︲16番地の都市韓屋 
陰影の部分は元の平面形態（2009年調査）
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のである．加えて，内房は，専用のトイレやベッドを
設け，夫婦寝室として使われている．
　また，〈図 18〉の事例は，若い夫婦と息子が住んで
いたが，移住時に現在の様子で改築されたという．
〈図 17〉の事例と同様に，コの字型の平面形式で，棟
の梁間方向を大きくしているが，内房を夫婦寝室にし
て，板間の大庁を無くして立動式の台所を新たに備え
ている．この都市韓屋に見られるもう一つの特徴は，
内庭の上部に屋根を覆って屋内化していることであ
る．屋内化された内庭には，壁掛け式の大型 TVを
設けており，息子の遊び空間で使われ，主にリビング
として生活の中心になったことがわかる．また，既存
の門間棟が玄関のような空間になり，各寝室とキッチ
ン，トイレなどが全てこのリビングから繫がれ，まる
で現代の住宅空間のように移り変わっている．すなわ
ち，従来の都市韓屋の生活空間は，伝統の生活様式を
脱して，いわゆる「LDK」を中心とする西洋式のラ
イフスタイルにふさわしい生活空間へと変容されてい
るのである．
5．結び
　本稿では，近代京城に登場した都市韓屋の成立背景
と建築特質，その変容と事例を紹介してきた．都市韓
屋の登場には，近代期に行われた京城の都市構造の変
化，京城住民の急速な増加と住宅難がその原因にな
り，住宅地開発会社が朝鮮伝統の韓屋の住宅構造と生
活様式に基づいた都市住宅として建てられたのを分か
ることができた．なお，都市韓屋が，近代京城の都心
で一時的に建てられたことでなく，近代以後にも，マ
ンション建設のブームが起こる 1980年代以前まで，
都市全域にかけて広く普及されたという点は特記すべ
きことである．
　現在，ソウル市内には，900余軒の都市韓屋が残存
し，その一部は，「北村村」のように観光地化されて
いたり，文化登録財として管理されている．また，管
理対象外になる大部分の都市韓屋は，一般の都市住宅
として現代住宅と共存している．現存している都市韓
屋の多くは，建設当初の平面形式をもつが，居住者の
生活様式の変化とともに，内房や大庁の多目的な機能
が移り変わっている．台所の改築によるダイニング空
間の確保に従い，内房は夫婦寝室としてプライバシー
の高い個室になり，季節に伴った大庁の用途がほとん
ど無くなっている．なお，屋内化された内庭が新しい
リビングとして利用されている．
　これらの都市韓屋は，新しいライフスタイルに対応
しつつ，現代まで続けられた「生活近代化」の過程を
如実に見せており，「伝統」と「現代」の両面性を持
っている韓国近代住宅史の貴重な足跡として注目され
ているのである．
